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と
自
治
体
の
課
題
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イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
強
い
不
安
が
「
横
浜
の
私
た
ち
」
大
多
数
の
生
活
を
お
お
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン

フ
レ
の
影
響
は
私
た
ち
に
一
様
で
は
な
く
、
生
活
を
守
る
力
、
生
活
基
盤
の
弱
い
人
た
ち
の
上
に
、
ひ
と
し
お

強
い
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
イ
ン
フ
レ
は
市
民
の
多
層
性
を
浮
き
彫
り
忙
し
た
が
、
い
く
つ
か

の
調
査
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
住
居
形
態
の
相
異
に
、
そ
の
多
層
性
、
ひ
い
て
は
現
代
社
会
の
ひ
ず
み
が
色
濃

く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
き
わ
め
て
よ
く
わ
か
る
。

　
市
民
の
市
役
所
に
対
す
る
要
望
は
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
・
下
水
道
な
ど
物
的
な
生
活
環
境
の
問
題
か
ら
消
費

者
物
価
、
老
後
保
障
、
医
療
、
住
宅
な
ど
、
市
民
福
祉
の
基
礎
的
な
問
題
に
ま
で
大
幅
に
広
が
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
少
数
の
人
た
ち
を
除
け
ば
、
生
活
上
の
不
安
や
悩
み
を
切
実
に
も
っ
て
い
る
層
ほ
ど
市
役
所
に

接
触
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
行
政
に
も
政
治
に
も
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
受
け
て
、
い
わ
ゆ
る
弱
い
立
場
の
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
低
所
得
層
、
母
子
家
庭
、
老
人
、

障
害
者
な
ど
少
数
者
へ
の
福
祉
の
理
念
・
行
政
原
則
の
確
立
と
、
そ
の
上
に
広
く
市
民
福
祉
一
般
へ
の
展
望
を

開
く
課
題
、
ま
た
多
層
的
な
市
民
あ
る
い
は
地
域
的
な
矛
盾
を
抱
い
た
自
治
体
で
の
市
民
自
治
の
課
題
な
ど
も

こ
の
第
二
部
で
扱
い
、
末
尾
に
「
自
治
体
の
制
約
」
を
資
料
と
し
て
の
せ
た
。

　
基
礎
資
料
に
は
、
都
市
科
学
研
究
室
の
調
査
、
四
十
八
年
二
月
「
生
活
環
境
の
意
識
調
査
」
同
八
月
「
住
工

混
合
地
域
の
住
民
の
気
持
ち
」
同
十
一
月
「
市
民
の
生
活
意
識
」
四
十
九
年
四
月
「
市
民
生
活
実
態
調
査
」
な

ど
の
ほ
か
、
個
別
面
接
取
材
し
た
も
の
を
使
っ
た
。

私
の
横
浜
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